
1984年出上の木簡

奈
良
。平
城
宮

・
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
北
新
町

・
杏
町

・
西
ノ
京
町

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
官
南
面
大
垣
東
端
地
区
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
望
二
月

ｉ
七
月
、
同
朱
雀
門
東
北
方
地
区
　
一
九
八
四
年
七
月
を

一
一
月
、
左
京
八
条

一
坊
三

・
六
坪
　
一
九
八
四
年
八
月

ｉ

一
〇
月
、
薬
師
寺
跡
　
一
九
八
五
年

一
月
ぞ
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
田
英
男

５
　
遣
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
跡
、
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
？
平
安
時
代
初
期

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
南
面
大
垣
東
端
地
区

（第
一
五
五
次
調
査
）

調
査
区
は
第
三
二
次
調
査
区
と
第
三
二
次
補
足
調
査
区
と
に
接
し
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
主
な
遺
構
は
、
南
面
大
垣
と
そ
の
北
側
の
東
西
溝
、
二
条
大
路
と

そ
の
南
北
両
側
溝
、
及
び
平
城
官
内
の
東
辺
を
北
か
ら
南

へ
流
れ
る
基
幹
排
水

路
、
及
び
二
条
大
路
北
側
溝
と
前
述
東
西
溝
と
を
つ
な
ぐ
南
北
溝
等
々
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
南
面
大
垣
北
側
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
〇

〇
、
南
北
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
、

こ
の
北
側
溝
と
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
と
を
つ
な
ぐ
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
は
第
三
二
人
補
足
調
査
で
も
発
掘
し
、
多
量
の
木
簡
が
出
土

し
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
西
の
延
長
部
分
を
約
六
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
発
掘
し
た
。

溝
の
堆
積
土
は
Ａ
ｉ
Ｃ
期
の
三
層
に
わ
け
ら
れ
る
。
Ａ
期
の
溝
は
大
垣
か
ら
北

へ
心
々
で
五

・
三
ｍ
の
所
を
東
流
し
、
Ｂ
ｉ
Ｃ
期
は
約

一
ｍ
南

へ
移
る
。
幅
は

一
ぞ
二
ｍ
〔
深
さ
は
○

・
五
ｍ
前
後
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
は
最
下
層
の
Ａ

期
の
堆
積
土
か
ら
す
べ
て
出
上
し
た
。
木
簡
は
計
六
九
点
を
数
え
る
。
六
九
点

の
木
簡
の
う
ち

一
点
が
調
査
区
中
央
付
近
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
を
除
く
と
、

他
は
す
べ
て
調
査
区
西
端
付
近
で
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
二
〇
と
接
し
て
い
る

地
点
の
溝
の
北
壁
に
接
し
た
溜
り
状
の
凹
み
か
ら
み
つ
か
っ
て
い
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇
は
、
調
査
区
の
中
央
付
近
で
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一

〇
〇
か
ら
南

へ
流
れ
て
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
流
れ
込
ん
で
い
る
も
の
で
、
南
面
大

垣
の
東
端
か
ら
約
五
〇
ｍ
西
の
位
置
に
あ
る
。
幅
は
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

。
八

ｍ
で
、
東
西
両
岸
に
護
岸
の
杭
を
う
つ
。
溝
の
堆
積
土
は
一
層
で
あ
る
。
木
衛

は
大
垣
の
下
、
及
び
そ
の
南
約
五
ｍ
の
溜
り
状
の
部
分
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土

し
た
。
合
計

一
一
九
八
点
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇
と
南
面
大
垣
と
の
交
点

の
上
層
は
、
下
か
ら
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇
の
堆
積
上
、
そ
の
埋
土
、
南
面
大
垣
の

築
地
上
、
築
地
の
崩
壊
し
た
上
の
順
序
で
推
積
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇

に
と
も
な
う
暗
渠
の
痕
跡
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
Ｓ
Ｄ
一
一

六
四
〇
が
使
用
さ
れ
て
い
た
期
間
に
は
、
南
面
大
垣
が
同
溝
の
上
に
は
存
在
し

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
も

っ
と
も
南
面
大
垣
の
造
営

。
改
修
な
ど
の
過
程

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。



二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
は
南
面
大
垣
の
南
約

一
二
ｍ
の
と
こ
ろ
を

西
か
ら
東

へ
流
れ
る
滑
で
あ
る
。
第
三
二
次
、
第

一
二
二
次
、
第

一
三
〇
次
、

第

一
三
三
次
、
第

一
四
三
次
等
の
調
査
で
発
掘
さ
れ
木
簡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点

で
み
つ
か
っ
て
い
る
。
幅
四
ｍ
、
深
さ
○
。九
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
約
九
〇
ｍ
に

わ
た
っ
て
発
掘
し
た
。
堆
積
土
は
二
層
に
わ
か
れ
、
木
簡
は
下
層
か
ら
溝
の
各

所
に
点
在
す
る
状
態
で
出
上
し
た
。
合
計

一
〇
〇
点
を
数
え
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
は
、
第
二
二
次
南
、
第
二
九
次
、
第
三
二
次
、
第
二

二
次
補
足
、
第

一
五
四
次
等
の
調
査
で
発
掘
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
。
今
回
は
調
査
区
の
東
端
で
約
六
ｍ
分
検
出
し
た
。
南
流
し
て
Ｓ

Ｄ

一
二
五
〇
に
注
い
で
い
る
。
幅
は
九
ｍ
で
、
深
さ

一
ｍ
、
大
型
の
石
が
散
乱

し
て
い
る
。
溝
の
堆
積
土
は
二
層
に
大
別
さ
れ
、
木
簡
は
上
層
の
推
積
上
の
方

か
ら
出
上
し
て
い
る
。
上
層
の
堆
積
土
か
ら
は

「富
寿
神
宝
」
や
糸
切
底
の
須

恵
器
の
重
が
出
上
し
て
お
り
、
九
世
紀
前
半
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
が
、
木
衝

自
体
の
埋
没
年
代
に
つ
い
て
は
明
白
な
判
断
は
で
き
な
か
っ
た
。
出
土
木
簡
は

一
〇
六
点
で
あ
る
。

一
一　
朱
雀
門
東
北
方
地
区

（第
一
五
七
次
調
査
）

調
査
区
は
第

一
次
朝
堂
院
の
南
方
、
朱
雀
門
の
東
で
南
面
大
垣
の
北
に
接
す

る
地
区
で
、
東
西
二
区
に
わ
か
れ
る
。
み
つ
か
っ
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
塀

三
条
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
南
北
濤
二
条
、
土
羨

一
基
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
木
筒
が
出
土
し
た
の
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
で
あ
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
七

一
五
は
第
四

一
次
、
第
七
七
次
、
第
九
七
次
、
第

一
〇
二

次
、　
第

一
三
三
次
、　
第

一
五
〇
次
等
の
調
査
で
も
発
掘
さ
れ
、　
木
簡
も
出
土

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
結
果
か
ら
は
、
こ
の
溝
は
霊
亀
年
間
か
ら
平
安

初
期
ま
で
存
続
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
幅
七
ｍ
、
深
さ

一

・
八
ｍ
を
測
る
。
こ
の
調
査
区
で
の
堆
積
土
は
三
層
に
分
れ
、
木
簡
は
中

・
下

層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。　
木
簡
中
年
紀
を
記
し
て
い
る
も
の
は
、　
天
平
宝
字

四
年

（七
六
〇
）
と
宝
亀
八
年

（七
七
七
）
で
あ
り
、
伴
出
土
器
の
ほ
と
ん
ど
は

奈
良
時
代
末
期
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
上
層
は
官
廃
絶
後
の
堆
積
と
考
え
ら
れ

ヱつ
。三

一　
左
京
八
条

一
坊
三

・
六
坪

（第
一
六
〇
次
調
査
）

発
掘
調
査
は
八
条

一
坊
の
条
間
小
路
と
そ
の
南
に
接
す
る
三

。
六
坪
及
び
そ

の
坪
境
小
路
の
周
辺
で
行

っ
た
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
八
条
条
間
小
路
と
三

・
六
坪
の
坪
境
小
路
の
東
側
溝
、
及
び
坪
の
南
部
で
は
、
掘
立
柱
建
物
四
七
棟
、

池
状
遺
構

一
、
井
戸

一
基
等
で
あ
る
。
木
簡
と
し
て
は
、
坪
境
小
路
の
上
を
南

流
す
る
室
町
時
代
の
河
川
か
ら
木
製
板
五
輪
卒
塔
婆

一
点
が
出
上
し
た
。
な
お
、

六
坪
内
の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
三

一
九
〇
の
身
舎
西
南
隅
の
柱
抜
取
穴
か
ら
漆
紙

文
書
が
み
つ
か
っ
て
い
る
盆

七
八
頁
参
照
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
南
面
大
垣
東
端
地
区

東
西
薄
Ｓ
Ｄ
四
一
〇
〇

0)

散
位
寮
召

日使
置部
□□
□
□
□
□
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以
上
の
Ｓ
Ｄ
四

一
〇
〇
と
Ｓ
Ｄ

一
一
六
四
〇
と
の
木
簡
は
内
容
的
に
も
類
似

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
と
く
に
考
課
関
係
の
木
簡
が
か
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

年
紀
の
あ
る
も
の
は
霊
亀
ｉ
神
亀
に
か
ぎ
ら
れ
、
荷
札
は
郷
里
制
施
行
期
間
の

も
の
に
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
軸
木
口
と
注
記
を
し
た

二
点
は
題
銭
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
遺
品
と
し
て
は
東
南
院
文
書
中
の

天
平
勝
宝
八
歳
と
九
歳
の
越
前
国
田
券
に
つ
い
て
い
る
も
の
が
三
例
あ
る
。
出

土
例
と
し
て
は
平
城
官
内
か
ら
第

一
一
八
十
三
二
次
調
査
の
Ｓ
Ｄ
四
〇
〇
六
、

第

一
二
九
次
調
査
の
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
、
等
で
出
上
し
て
い
る
。

南
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Ｓ
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な
お
、
薬
師
寺
跡
出
土
木
筒
は
近
世
の
も
の
で
、
回
廊
西
南
隅
の
西
側

の
池
跡
で
発
見
さ
れ
た
が
、
遺
構
の
概
要
、
釈
文
等
は
省
略
し
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一
九
八
五
』

盆

九
八
五
年
）

同

『
昭
和
５９
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調
査
概
報
』
盆

九
八
五

年
）同

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
十
八
』
盆

九
八
五
年
）

岡
田
英
男

「
昭
和
五
十
九
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
」
３
奈
良
県
観
光
』

三
四
五
号
　
一
九
八
五
年
）

館
野
和
己

「
昭
和
五
十
九
年
度
平
城
宮
跡
の
発
掘
調
査
」
（同
右
）

（鬼
頭
清
明
）

囲   既発掘地

圏   1984年度発掘地

o  本簡出土地
▼   1984年度木占出土地

平城宮跡木簡出土地点図
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田
目
□
□
□
咽
国
□
□

平城京跡木簡出土地点図

0 木簡出土地

▼ 1984年度木簡出土地

奈
良
・
平
城
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

・
芝
辻
町

。
四
条
大
路

２
　
調
査
期
間
　
　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

。
二
条
大
路
　
一
九
八
四

年
（昭
５９
）
七
月
ぞ

一
二
月
、
左
京

一
条
三
坊
十
二
坪
　
一

九
八
四
年

一
一
月
、
左
京
四
条
二
坊
七
坪
　
一
九
八
四
年

一
〇
月
を

一
一
月
、
左
京
三
条
三
坊
九
坪
　
一
九
八
四
年

九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
崎
卓
哉

。
篠
原
豊

一
・
立
石
堅
志

。
奈
良
美
穂

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

。
二
条
大
路

本
遺
跡
で
は
、
さ
き
に
十
二
坪
西
半
部
か
ら
二
条
大
路
に
わ
た
る
地
域
の
調

査
を
行

っ
て
お
り
、　
そ
の
成
果
は
す
で
に
報
告
し
た

（『木
簡
研
究
』
第
五
上
ハ

号
）。
今
回
の
調
査
は
十
二
坪
東
半
部
か
ら
わ
ず
か
に
一
一条
大
路
に
か
か
る
地

域
を
対
象
と
し
て
行

っ
た
。
両
調
査
区
を
あ
わ
せ
て
四
五
二
〇
∬
、
十
二
坪
の

の
三
分
の
一
ほ
ど
を
発
掘
し
た
こ
と
に
な
る
。

今
回
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
二
条
大
路
の
一
部
と
そ
の
北
側
滞

・
築
地
塀

。




